
介護現場の“今”と“これから”をつなぐ情報誌

介護生産性向上通信
介護現場の業務改善・介護テクノロジー等に役立つ情報をお届けします
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今回の特集

生産性向上の第一歩は

「業務の見える化」から
現場の負担を減らし、
利用者に向き合う時間をつくるために

裏面には、改善事例やセミナー・見学会のご案内があります。ぜひチェックしてください！

業務を見える化すると

記録業務（二重入力） 移動（無駄な往復） 情報共有（⾧い申し送り） 探し物・待ち時間
記録の作成や転記、
入力にかかる時間

利用者のもとへ移動したり、
物を取りに行く時間

申し送りや、情報共有、
確認にかかる時間

同僚や書類を探す時間、
待ち時間など

60分/日 45分/日 30分/日 15分/日

〈一例〉

合計150分/日
これだけの時間が、業務の中に
埋もれているかもしれません。

ムダな時間を減らして、本当に大切な

利用者と向き合う時間へ
相談センターからのお知らせ ～無料相談をご利用ください 事業所の課題解決をサポートいたします～

相談例 ・ICT、ロボットを導入したいので、機器や介護ソフトの選び方の助言がほしい。
・記録や引継ぎ事項など簡単にできるようにしたい

相談無料
お気軽に相談ください

岡山県介護生産性向上総合相談センターは、岡山県からの委託を受け、介護現場の生産性向上を支援しています

まずは「何に時間を使っているか」を知ることが、改善への第一歩です。

改善のヒントが見えてきます
まずは「何に時間を使っているか」を知ることから



最新の情報はホームページからでもご確認いただけます。ぜひ活用ください。

相談窓口のご案内岡山県介護生産性向上総合相談センター
生産性向上に関するお悩みはお気軽に相談ください。

相談無料

専門家相談 TEL：086-221-4565 （平日）8:30～17:00
お問い合わせフォーム（下記URLもしくは右の二次元コード）
https://okayama-kaigocenter.com/contact/

現場改善事例①

業務の見える化で残業時間を20%削減（令和8年1月時点）

令和７年 伴走支援実施事業所
介護老人保健施設 藤崎苑（岡山市）

■現場の課題を見える化
①誰がコール対応するのか「役割が明確になっていない」

→時間帯ごとにおける各職員の役割分担を見直し、コール
対応の職員を明確にする

②インカムの活用に関する「ルールに共通認識が持ててない」
→インカムの活用方法について見直し、各職員が共通の
方法で活用できるようにする

☆役割の明確化とインカムの活用によるコール対応時の職員の
動きの改善

担当者の声

課題が解決したことで「働きやすさ」と「働きがい」が向上しました！
 リーダー層から見た成果：役割分担により業務効率が向上し残業が減少。
 現場職員から見た成果：見守り業務に対する充実感が増加。

セミナー
見学会のご案内

介護生産性向上のポイントが
わかるセミナー津山会場

7月8日（水）10：30～ 12：30

会場：津山リージョンセンター 定員：80名

令和７年度厚生労働大臣賞受賞施設
モデル事業所見学会

6～11月（全６回開催）
会場：対象事業所にて 各回：20～30名

実践ワークで学ぶ！「準備８割」

介護現場における生産性向上セミナー

8月7日（金）13：30～15：30

会場：ピュアリティまきび 定員：60名

詳細・申込みは
岡山県介護生産性向上総合相談センターまで

まずは１日だけ記録してみませんか？
実際に使う「業務時間見える化ツール」（記録用シート）

厚生労働省 介護サービス事業における生産性向上（業務改善）に資するガイドライン より抜粋
厚生労働省のホームページからツールをダウンロードしてください。活用方法もこちらのホームページを参照ください

こんな気付きが

記録時間が思ったよりかかっていた 施設内の移動が多かった
探し物に時間を使っていた 情報共有や申し送りに時間がかかっていた

①記録する（１日だけでOK）
業務を10分ごとに書き出す

②集計する
時間を集計して、
見える化する（例：円グラフ）

③改善ポイントを発見！
ムダな時間や負担の大きい
業務が見えてきます
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